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荒川区新型インフルエンザ等対策行動計画 

パブリック・コメントの実施結果について 

 

１ 意見募集期間  令和８年５月１４日（木）から６月４日（木）まで 

 

２ 閲覧場所    保健予防課感染症予防係、情報提供コーナー、区ホームページ 

 

３ 意見提出者   ９名 ４７件 

          LoGo フォーム６名、電子メール１名、郵送２名 

 

４ 意見の内訳    

①計画全般についての意見 ９件 

②計画の具体的な内容に関する意見 

 第１部 基本的な考え方 １０件 

第２部 各対策項目の考え方及び取組 ２６件 

第３部 区政機能を維持するための区の危機管理体制  ２件 

合 計 ４７件 

 

５ 意見の取扱い 

◎ 計画に新たに反映する １７件 

〇 既に盛り込んでいる ９件 

－ 意見・要望としてお聞きする ２１件 

合 計 ４７件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

６ 提出された「意見の概要」とそれに対する「区の考え方」 

＜計画全般について＞ 

No 意見の概要 意見に対する区の考えかた 取扱 
該当 

ページ 

１ コロナ禍において区が行った

対応は、次のパンデミックにお

いて参考になるため、「新型コロ

ナ対応での具体例」を記載した

のは大変良い。 

（同様の意見他２件） 

 本計画においては、コロナ禍

を風化させず、実効性のある計

画にするため、コロナ禍で実施

した事業等を記載いたしまし

た。今後も平時からの準備を怠

らず、対応してまいります。 

〇 

２２ 

 

外２４ 

箇所 

２ 「基本的な考え方」に示すよう

に本計画の目的が「インフルや

コロナ以外の感染症も含む幅広

い感染症対策」であれば、より

明瞭にタイトルに反映させる方

が分かりやすいのではないか。 

 本計画は、「新型インフルエン

ザ等対策特別措置法」に基づき

策定しております。そのため、

タイトルは、「新型インフルエン

ザ等」となります。 

〇 ２ 

３ 専門的用語が多いため、「用語

集」があったほうがいい。 

（同様の意見他２件） 

 ご意見を踏まえて追記しまし

た。 ◎ 

１０８ 

 ～ 

１１５ 

４ 迅速な対応のために重要なこ

とは感染症発症の情報収集と、

その共有であり、いつだれが情

報をキャッチし、その情報を誰

に伝え、時間をかけずに次の段

階に進むのが、大切だと思う。 

有事に迅速に対応できるよ

う、平時より住民をはじめ、区

内医療機関等に対して情報提

供・共有を実施してまいりま

す。 

〇 ６ 

５ コロナ禍では、訪問看護で、

自宅療養している陽性者等に対

し、健康観察と必要なケアを行

った。また、PPE 装着訓練を、希

望するステーションに赴いて実

施したが、不安を軽減するため

には正しい情報、知識をタイム

リーにわかりやすく提供するこ

とが大切だと感じた。感染に関

する研修などを、保健予防課主

体で準備期に行うことで余裕を

もった準備ができると思う。 

 コロナ禍では、訪問看護の皆

様には色々とご協力いただき、

感謝しております。 

 保健所では、保健師を中心に

毎月１回、定期的に PPE の着脱

訓練を実施しております。 

 健康危機が発生した際には、

情報共有のため、会議にもご参

加いただければと思います。 

  

― ― 
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＜第１部 基本的な考え方＞ 

No 意見の概要 意見に対する区の考えかた 取扱 
該当 

ページ 

１  「第４章まん延防止」で新型イ

ンフルエンザを対象に作成されて

いるが、前回の COVID-19 の事例

を考慮して、病原体が空気感染を

することを前提に換気を確保する

か考えておく必要がある。特にワ

クチン接種会場となる施設や医療

施設ではすぐにでも取り掛かるべ

きである。 

「まん延防止」については、第

６章に記載があり、その第１節準

備期において、換気について言及

しております。 

区では、換気の確保について、

しっかりと対応してまいります。 

〇 ３４ 

２ 第 1 部 第 4 章 対策項目 ⑦

ワクチンに関して 荒川区内のワ

クチン接種状況も分かる範囲で把

握できるといい。 

 いただいたご意見を踏まえ、新

型コロナ対応での具体例として、

令和３年度、４年度のワクチン接

種状況を記載しました。 

◎ ５２ 

３ 第 1 部 第 2 章 第 2 節 1.(5)

の DX の初出時に説明は不要？AI

の初出時に、説明がされている。 

 DX については、DX（デジタ

ル・トランスフォーメーション）

と記載しました。 

◎ ５ 

４ 第 1 部 第 2 章 第 2 節 対策

の「切り替え」というのは、何か

ら何に切り替わるのか？ 

 感染症の発生状況、医療体制、

区民生活など様々な状況を踏ま

え、その時に応じた対策に切り替

えることを想定しています。 

― ― 

５ 第 1 部 第 2 章 第 2 節 2.(5) 

「区民等の理解や協力の最重

要」：本来の対象は「国民」であ

り国が主導せざるを得ず、区が個

別に対応する範囲を超えている。 

 ご指摘のとおり、国が国民に発

する情報をもとに、区民の皆様に

わかりやすい情報提供・共有をし

てまいります。 

― ― 

６ 第 1 部 第 2 章 第 2節 3.基

本的人権に関する記述：医療関係

者のみならず対応に当たるエッセ

ンシャルワーカーにも言及しては

どうか？ 

 ご意見を踏まえ、エッセンシャ

ルワーカーを追記しました。 

◎ ７ 

７ 第 1 部 第 2 章 第 3 節 区の

マニュアルの中で、国・地方公共

団体・都など上位組織のあり方を

細かく述べる必要があるか？ 

 国、地方公共団体、都とそれぞ

れの役割を確認することを目的に

記載しています。 
― ― 
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８ 第１部 第 2 章 第 3 節 9  

感染症対策である以上、区内にそ

の時点で存在する人全員、海外か

らの一時的な滞在者も含むような

表現が望ましい。 

 情報提供については、住民票を

有する区民だけではなく、事業者

のほか、滞在者も想定しておりま

す。費用が発生するものについて

は、区民の範囲は、国や都の方針

によるものになります。 

― ― 

９ 第 1 部 第 3 章 P.14 の表の

出どころの記載した方がよい。 

 本表は、政府行動計画に基づ

き、都で考え方を整理し作成した

ものになります。 

― ― 

10 第 1 部 第 4 章 1.⑬住民の生

活及び地域経済の安定の確保 住

民ではなく区民ではないか？ 

 事業者や在住、在勤、在学等の

方に必要な準備、対策や支援を行

うため、区民ではなく、住民と記

載しています。 

― ― 

 

＜第２部 各対策項目の考え方及び取組＞ 

No 意見の概要 意見に対する区の考えかた 取扱 
該当 
ページ 

1  第 2部 第 7章 第 1節 資材

に関して 医療廃棄物容器の種類

を記載した方が良く、手袋の種類

や PPE の準備数もおおよそ把握が

必要なのではないか。 

 種類につきましては、その時に

応じて準備することを想定してお

ります。 ― ― 

２  第 2節 初動期 想定物品に関

して CHG 消毒も必要だと思う。 

 ノンアルコール消毒綿も用意し

ていることがわかるように修正し

ました。 

◎ 
３９ 

４８ 

３ 第 11 章 第 1節 コロナ対応

に関してですが、区内または近隣

区の認定看護師等に会議への参加

や対応期には、協力を依頼しても

いいのではないか。 

認定看護師の会議等へご参加を

お願いする際には、荒川区インフ

ルエンザ等対策協議会の委員の皆

様にお伺いしながら進めてまいり

ます。 

― ― 

４ 第 11 章 第 3 節 対応期に関し

てですが、コミュニケーションエ

ラーが考えられるので、外国語対

応出来る方もいるといいと考え

る。 

 区では、常時、日本語でのコミ

ュニケーションが難しい外国人の

ために、通訳タブレットや東京都

の電話による三者間多言語サービ

スを活用しています。今後もコミ

ュニケーションエラーが起きない

よう対応してまいります。 

― ― 
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５ 新型コロナ等初期対策ですが、

今後のことを考えると、直接、食

事配達は、リスクがあると考えま

す。 

 配送者の感染リスクを防ぐた

め、対面ではなく、玄関等に安全

なかたちでお届けしていました。 

 感染症の特性により、安心安全

なかたちで事業を実施してまいり

ます。 

― ― 

６ 第 4 章 1 における項目の順番

は、優先度をつけて検討するとい

う意味で、項目の順番を医療、 

検査→治療薬・治療法、ワクチン

にしてはどうか。 

 いただいたご意見を踏まえ、検

討いたしましたが、第２部の章立

てにも影響があるため、現行どお

りとしております。 

― ― 

７ 第 2 部第 1章第 3節 3-1-1 の要

請を行うレベルは BCP などで規定

されているでしょうか？ 

 ご推察のとおり、規定されてい

ます。 〇 103 

８ 第 2 部第 4章第 1節 1-1-1 のコ

ールセンター設置の実例は、初動

期のところに記載してはどうか。 

 いただいたご意見を踏まえ、記

載場所をご提案のページに変更し

ました。 

◎ ３１ 

９ 第 2 部第 7章第 1節 1-2 リクラ

イニングソファや簡易ベッドがあ

るとよい。 

 ご提案のとおり、簡易ベッドを

追記しました。 ◎ 
３９ 

４８ 

10 第 2 部第 10 章 準備期におけ

る検査相談窓口などを開設し、検

査ニーズを把握して早期に検査セ

ンターの立案ができるようにする

ことが大切だと思う。 

 都では、平常時から都の感染症

予防計画に基づき、検査体制の確

保に努めており、現時点で目標値

を上回る確保ができております。

区では、都と連携し、区内の必要

な検査体制を迅速に整備してまい

ります。 

〇 ６８ 

11 21 ページ以降 各部署の名称

を記載するのは責任範囲の把握に

有用だが、①部署統廃合時に書き

直しをするのが大変ではないか？

②各部が何をするかの一覧表（本

文書では巻末に配置）をページま

たは文書中の項目番号と共に記す

必要はないか？ 

 

 ①について、本計画は定期的に

見直しをする予定です。部署名変

更があった場合は、その際に対応

する予定です。 

 ②については、一覧表以外の業

務もあり、現行のままとさせてい

ただきます。 

― ― 
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12 ≪新型インフルエンザ等対策政

府行動計画ガイドライン≫発行年

月の併記は不要か？ 

 令和６年７月に制定された政府

行動計画の下位にあたるもののた

め、併記はしておりません。 

― ― 

13 第２部 第 6 章 第 1 節 1-1  

「自らの感染が疑われる場合は、

相談センター等に連絡し指示を仰

ぐことや、感染を広げないように

不要不急の外出を控えること、マ

スクの着用等の咳エチケットを行

うこと等の有事の対応等につい

て、平時から理解促進を図る。」

の主語は区でいいのか。 

 主語は前段に引き続き「区」に

なります。 

〇 ３４ 

14 第２部 第 6 章 第 3 節 

「幅広い感染症対策（基本的な考

えかた）」なのだから「抗インフ

ルエンザウイルス薬」と限定する

のは不適切なのではないか。 

 いただいたご意見を踏まえ、

「抗インフルエンザウイルス薬

等」と修正しました。 ◎ ３６ 

15 第2部 第 7章 第 1節 

物品：アルコールアレルギー者への

配慮、パルスオキシメーターを入れ

てもいいのではいか。スクリーンは

必要なのか。 

 消毒用アルコール綿は、アレル

ギー者のためアルコールを含まな

い消毒綿も用意しています。ま

た、ノンアルコール消毒綿、パル

スオキシメーターは表に追記いた

します。スクリーンは掲示物を掲

示することを想定しています。ス

クリーンまたはホワイトボートと

追記しました。 

◎ 
３９ 

４８ 

16 第 2 部 第 7 章 第 1 節 

ワクチン接種対象者は「区内に居

住」と限定されるのか。 

 ワクチン接種対象者は、国や都

の方針によるものになります。 ― ― 

17 42 ページの表 2の計算方式は

国全体で統一された手法なのか。 

 都全体で統一された手法になり

ます。 
― ― 

18 第 2 部 第 7 章 第 2 節 

業務の外部委託は国や都など上位

組織、周辺自治体との合同業務、

医療機関への委託も併記すること

が望ましい。 

 委託については、その時の状況

に応じて荒川区の契約事務の定め

により委託をする予定です。 ― ― 
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19 第 2 部 第 7 章 第 2 節 

48 ページの表 1と表 3の重複し

ているところを削除してはどう

か。 

 表１、表３は同じものを掲載し

ておりますが、準備期から初動に

備えて用意しておくという意味で

掲載しております。 

― ― 

20 第 2 部 第 10 章 第 2節 

地域・外来検査センターを（PCR

センター）と書き換えることが妥

当か？ 

 いただいたご意見を踏まえ、

「地域・外来検査センター（通称

PCR センター）」と記載しました

た。 

◎ 
７１ 

７３ 

21 第 2 部 第 10 章 第 3節 

ここで挙げた「スポーツ教室」の

主催者を明示するべきである。 

 この事業は区が実施いたしまし

た。主催を記載しました。 ◎ ７４ 

22 第 2 部 第 11 章 第 2節 

集団発生（クラスター）：人数な

ど具体的な定義は？ 

 クラスターとは、感染連鎖の継

続により連続的に集団発生を起こ

し、大規模な集団発生につながり

かねないと考えられる患者集団を

さしています。具体的な人数は定

義しておりません。 

― ― 

23 第 2 部 第 11 章 第 3節 

患者移送の「委託先」についての

言及が不十分ではないか。 

 ご意見を踏まえ、「民間事業者

等に委託することにより」と記載

しました。 

◎ ８３ 

24 第 2 部 第 12 章 第 1節 

切替え、入替え、買占め、売惜し

みなど、助詞の欠落が多い。 

 動詞形のものは、「切り替え」

に修正しました。 ◎ 

６ 

１７ 

８５ 

25 感染防止のための備蓄品につい

ては、補助金などで準備期に各事

業所での備蓄計画を立てると、備

品管理や保管場所の確保の面から

もよいと思う。また、地域での多

職種連携は感染対策にも必要だと

思う。 

（同様の意見他１件） 

衛生資材については、保健予防

課の衛生資材備蓄計画等に基づ

き、平常時から必要分を備蓄し、

使用期限等適切に管理するため、

民間事業者の倉庫に寄託し、定期

的に更新しています。使用期限が

切れるものについては、訓練等で

活用する等、有効に活用していま

す。 

― ― 
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＜第３部 区政機能を維持するための区の危機管理体制＞ 

No 意見の概要 意見に対する区の考えかた 取扱 該当 

１  コロナ禍では、保健所のお仕

事が逼迫していたと聞いてい

る。 

 BCP に基づいて、全庁的な応援

体制ができるとよい。 

 事業継続計画（ＢＣＰ）は、

本計画とは別に定めています。 

 ＢＣＰでは、業務の優先順位

付けをより精密に行い、実効性

のある計画にするとともに、業

務継続に必要な部署への人員集

中と応援人数の円滑な捻出が可

能な体制を構築してまいりま

す。 

 また、ご意見を踏まえ、業務

の優先順位付けの考え方や公共

施設の運営方針を行動計画に追

記しました。 

◎ 

103 

～ 

106 

２ この計画とは別に事業継続計

画が存在するのか。有事の際に

どのような業務を優先するかに

ついては行動計画にも深く影響

する内容と考える。 
◎ 

 


